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　9 月 23・24 日、池田八幡神社例大祭が開かれ

ました。24日には町指定文化財の佐久間象山直筆の

「大幟」が限定公開され、多くの町民が訪れました。

八幡神社で「大
おおのぼり

幟」限定公開

日本一美しいまちを目指します



令
和
元
年
度
決
算
報
告
①

歳入：61 億 8,286 万円歳出：60 億 5,383 万円

一般会計歳入歳出決算
《
一
般
会
計
の
状
況
》

　

一
般
会
計
は
福
祉
や
教
育
、
道
路
整

備
な
ど
町
政
運
営
の
基
本
と
な
る
会
計

で
す
。

◆
歳
入
は
依
存
財
源
の
割
合
が
66
・

６
％

　

歳
入
の
う
ち
、
町
独
自
の
収
入
（
自

主
財
源
）
に
は
、
町
税
、
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
が
あ
り
、
町
税
は
９
億
５
，

５
１
０
万
円
（
全
体
の
15
・
５
％
）
で
、

前
年
度
比
１
，
０
８
１
万
円
（
１
・

１
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主

財
源
全
体
で
は
、
２
億
８
６
０
万
円

（
11
・
２
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
独
自
収
入
以
外
の
収
入
（
依
存
財

源
）
に
は
、
主
に
地
方
交
付
税
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
、
町
債
（
借
入
金
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
依
存
財
源

が
歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
前

年
度
比
３
億
２
，
９
３
０
万
円
（
８
・

７
％
）
の
増
で
、
歳
入
全
体
に
占
め
る

割
合
は
、
66
・
６
％
で
す
。

◆
歳
出
は
大
型
事
業
に
よ
り
補
助
費
や

普
通
建
設
事
業
費
が
増
加

　

性
質
別
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
、
補

助
費
等
は
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
新
ご

み
処
理
施
設
建
設
負
担
金
の
増
な
ど

に
よ
り
２
億
１
，
１
３
７
万
円
（
30
・

１
％
）
の
増
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
や
農

地
耕
作
条
件
改
善
事
業
な
ど
の
大
型
事

業
の
増
に
よ
り
１
億
４
，
８
７
７
万
円

（
10
・
３
％
）
の
増
、
積
立
金
は
、
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
な
ど
の
増
に

よ
り
１
，
５
９
１
万
円
（
32
・
９
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
、
農

林
水
産
業
費
は
、
土
地
改
良
事
業
な
ど

の
増
に
よ
り
１
億
２
６
２
万
円
（
17
・

９
％
）
の
増
、
土
木
費
は
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
（
町
道
２
５
１
号

線
）
な
ど
の
増
に
よ
り
９
，
４
２
８
万

円
（
19
・
０
％
）
の
増
、
消
防
費
は
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
常
備
消
防
費
負

担
金
な
ど
の
増
に
よ
り
１
，
１
９
８
万

円
（
６
・
５
％
）
の
増
、
教
育
費
は
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
（
交

流
セ
ン
タ
ー
建
設
）
な
ど
の
増
に
よ
り

１
億
１
，０
５
０
万
円（
10
・４
％
）の
増
、

公
債
費
は
、
総
合
体
育
館
耐
震
改
修
工

事
ほ
か
の
償
還
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
５
，
５
６
６
万
円
（
10
・
６
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　町が実施するさまざまな事業は、皆さんが納めた税金や国・県からの支出金、町債（借入金）などを財源
としています。池田町議会９月定例会で認定された令和元年度の決算の概要や財政状況をお伝えします。

１

差引き１億 2,903 万円から
令和２年度へ繰り越す財源
5,357 万 円 を 除 き、7,546
万円の黒字民生費

13 億 7,528 万円

議会、労働、
災害復旧費
１億 3,168 万円

教育費
11 億 7,684 万円

総務費
７億 5,487 万円

農林水産費
６億 7,477 万円

土木費
５億 9,104 万円

公債費
５億 8,063 万円

衛生費 ４億 3,292 万円

商工費 １億 4,084 万円
消防費 １億 9,496 万円

義
務
的
経
費
２
８
・
８
％

人件費
７億 1,446 万円

扶助費
４億 4,825 万円

公債費
５億 8,063 万円

物件費
９億 3,565 万円

補助費等
９億 5,249 万円

繰出金
６億 5,760 万円

普通建設事業費
16 億５万円

維持補修費
5,101 万円

積立金
6,426 万円

災害復旧
事業費
4,943 万円

投
資
的
経
費
２
７
・
２
％

そ
の
他
の
経
費
４
４
・
０
％

目的別 性質別
自
主
財
源 

３
３
・
４
％

依
存
財
源　

６
６
・
６
％

町税
９億 5,510 万円

繰入金、繰越金、諸収入など
10 億 915 万円

使用料および手数料
9,966 万円

地方交付税
20 億 1,821 万円

国庫支出金
４億 9,075 万円

町債
７億 8,550 万円

県支出金
５億 4,640 万円

地方譲与税、
地方消費税交付金、
自動車取得税交付金など
２億 7,809 万円
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令
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元
年
度
決
算
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告
②

２ 特別会計決算

【業務状況】（カッコ内は対前年度増減）

年度末給水人口：9,623 人（△ 29 人）

配 水 量：2,800 ㎥／日（△ 18 ㎥／日）

有 収 水 量：2,412 ㎥／日（△ 68 ㎥／日）

１日最大配水量：3,321 ㎥（△ 405 ㎥）

供 給 単 価：222.12 円／㎥（△ 0.12 円／㎥）

給 水 原 価：137.60 円／㎥（2.15 円／㎥）

歳入：10億7,632万円 歳出：10億7,114万円 差引：518万円

その他の特別会計
会計区分 歳入額 歳出額 差引額

後期高齢者医療 １億4,055万円 １億4,042万円 13万円

下水道事業 ６億9,443万円 ６億8,638万円 805万円

簡易水道事業 924万円 922万円 2万円

工場誘致等 609万円 ０万円 609万円

国民健康保険 自営業の方や他の医療保険に加入されない方のための医療保険給付、特定
健診等の保健事業の実施
●被保険者：2,293人（1,487世帯）●保険給付の状況：７億8,372万円

※

事業収益 ２億2,788万円（△　2.5％）

事業費用 １億5,077万円（△　1.1％）

経常利益 7,711万円（△　5.1％）

純利益 7,711万円（△　5.1％）

繰越利益剰余金 ３億5,277万円（　15.2％）

積立金現在高 ３億5,915万円（△20.8％）

　特別会計は国民健康保険、後期高齢者医療など特定の事業について、その収支を明確にするために一

般会計と分けて設置する会計です。特別会計は各事業を利用する皆さんに納めていただく保険税や使用

料などで賄われています。

　特別会計で資金に不足が生じた場合、国の基準に沿って一般会計のお金を繰り出しており、各会計は

密接な関係にあります。

　すべての特別会計で収支は黒字となりました。

◆公営企業会計（水道事業会計）の状況
　公営企業会計は、特別会計の中でも独立採算が原則で、民間の企業会計と同じ方式をとっており、「地

方公営企業法」が適用される会計です。

　事業を運営するための収益的収支、施設の建設などを行う資本的収支に分かれます。

水道事業会計 （カッコ内は対前年比）

※下水道事業に地方公営企業法が適用されたことに伴い、差引額 805 万円は同法の規定により下水道事業

特別会計から下水道事業会計に引き継ぎました。
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③

町の借金（町債）と貯金・資産の状況３

◆
町
民
一
人
あ
た
り
の
町
債
の
残
高
は
「
１
０
０
万
円
」

　

令
和
元
年
度
決
算
の
借
金
（
町
債
）
の
残
高
は
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
合
わ
せ
て
97
億
７
，

６
９
６
万
円
で
す
。
町
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

１
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
（
令
和
２
年
３
月
31
日
現
在

人
口
９
，
７
５
７
人
で
算
出
）

◆
資
金
不
足
の
備
え
「
基
金
」

　

「
基
金
」
は
経
済
の
急
激
な
変
化
で
大
幅
な
税
収
減
に

見
舞
わ
れ
る
、
あ
る
い
は
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
と
い
っ

た
思
わ
ぬ
支
出
、
多
額
の
経
費
が
か
か
る
公
共
施
設
の
整

備
な
ど
の
特
定
の
目
的
を
持
っ
て
積
み
立
て
る
「
貯
金
」

で
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
、

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
に
よ
り
財
政

調
整
基
金
が
２
億
１
，
６
８
８
万
円
、
公
共
施
設
等
整
備

基
金
が
２
億
７
，
９
５
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
森
林
整
備
お
よ
び
そ
の
促
進
等
に
向
け
、
新
た

に
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
設
置
し
１
６
０
万
円
を
積
み

立
て
ま
し
た
。
特
別
会
計
も
含
め
た
基
金
全
体
で
は
、

４
億
９
，
０
４
６
万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

基金名 残高 増減

財政調整基金 ４億4,246万円 △２億1,688万円

減債基金 １億1,500万円 増減なし

公共施設等整備基金 ３億6,502万円 △２億7,955万円

しな減増円万627,9金基祉福

土地開発基金 2,188万円 増減なし

てるてるぼうず作詞者浅原六朗基金 1,932万円 増減なし

スポーツ振興基金 1,052万円 △66万円

ふるさと・水と土基金 552万円 増減なし

てるてる坊主のふるさと応援基金 4,160万円 101万円

森林環境譲与税基金 160万円 皆増

国保支払準備基金 ２億1,881万円 402万円

国保高額医療費資金貸付基金 300万円 増減なし

公共下水道事業基金 0円 増減なし

基金の残高　13億4,199万円（令和元年度末現在）

企業会計の積立金は含まれていません

会計名 起債残高

一般会計 51億8,067万円

うち臨時財政対策債 20億7,020万円

下水道事業特別会計 44億5,114万円

簡易水道事業特別会計 4,746万円

水道事業会計 9,769万円

◆
町
債
は
将
来
に
わ
た
っ
て
費
用
を
分
担
す
る
仕
組
み

　

「
町
債
」
は
、
道
路
や
下
水
道
、
社
会
教
育
施
設
や
小

中
学
校
な
ど
、
長
い
年
月
使
用
す
る
施
設
の
整
備
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
建
設
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
建
設
し
た
と
き
の
町
民
だ
け
が
負
担
す
る
も
の
で
な

く
、
建
設
後
に
利
用
す
る
町
民
に
も
公
平
に
負
担
し
て
も

ら
う
仕
組
み
で
す
。

残高 対前年度増減

534,114㎡ 4,251㎡

木造 7,188㎡ △190㎡

非木造 61,303㎡ 1,902㎡

8,643万円 増減なし

7,144万円 増減なし

物品 車両 74台 △２台

０円 増減なし債権

町有財産の状況（令和元年度末　一般会計分のみ）

財産の区分

土地

建物

有価証券

出資による権利

公共事業等債
（町道改良事業、社会資本整備総合交
付金事業、土地改良事業）

１億9,300万円

災害復旧事業債
（公共土木施設災害復旧事業）

1,510万円

補正予算債
（小中学校空調設備設置）

１億1,500万円

一般補助施設整備等事業債
（農地耕作条件改善事業）

5,290万円

一般廃棄物処理事業
（ごみ処理施設整備事業）

１億4,610万円

公共施設等適正管理推進事業
（舗装個別施設修繕事業）

900万円

地方道路等整備事業
（町道改良事業）

5,540万円

辺地対策事業債
（町道改良事業）

8,200万円

臨時財政対策債※ １億1,700万円

※本来地方交付税で国が交付するべきものを、町が代わりに一時
的に借入してまかなっているもの。返済分は、次年度以降の地方
交付税で補てんされます。

町債残高　97 億 7,696 万円

町債の種類と主な使途（一般会計令和元年度借入分）

基金の残高　13 億 4,199 万円（令和元年度末現在）

町有財産の状況（令和元年度末　一般会計分のみ）
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④

指標でみる町の財政状況４

◆
財
政
健
全
化
法
と
は

　

「
財
政
健
全
化
法
」
で
は
、
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
を
目
的
に
、
財
政
悪
化
を
「
早
期
健
全
化
」
と
「
財

政
再
生
」
の
２
段
階
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
よ
り
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
特
別
会
計
や
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
連
結

決
算
か
ら
財
政
状
況
を
分
析
す
る
五
つ
の
指
標
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
指
標
が
基
準
を
超
え
た
場
合
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
科
せ
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

◆
早
期
健
全
化
団
体
に
な
る
と

　

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
て
健
全
化
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
県
の
関
与
も
あ
り
ま
す
。

◆
財
政
再
生
団
体
に
な
る
と

　

財
政
破
綻
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
財
政
再
生
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
総
務
大
臣
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
地
方
債

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
税
金

や
公
共
料
金
の
増
額
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

◆
「
健
全
化
比
率
」
池
田
町
は
す
べ
て
ク
リ
ア

　

令
和
元
年
度
の
決
算
で
は
、
す
べ
て
の
指
標
で
「
早
期

健
全
化
基
準
」
を
下
回
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

財政健全化の指標

指標
早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 R１ ―

H30 ―

H29 ―

連結実質赤字比率 R１ ―

H30 ―

H29 ―

実質公債費比率 R１ 11.8%

H30 10.4%

H29 8.8%

将来負担比率 R１ ―

H30 ―

H29 ―

資金不足比率 R１ ―

H30 ―

H29 ―

20.0% ―公営企業会計の資金不足割合から経
営状況の深刻度を見る比率

25.0% 35.0%借金の返済額などの大きさから、資
金繰りの危険度を見る比率

350.0% ―一般会計等の負債の残高から、将来
の財政への圧迫度を見る比率

健全化判断
比率

15.0% 20.0%一般会計等の赤字から財政運営の深
刻度を見る比率

20.0% 30.0%全会計の合計が赤字の場合算出され
る率で財政運営の深刻度を見る比率

　「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」
は、一般会計等および全会計の合計で黒字
となったため比率は表示されません。
　「実質公債費比率」は、18％以上で町債
の発行に県知事の許可が必要になり、25％
以上で一部の町債発行が制限されます。
　池田町の実質公債費比率は、対前年度比
で 1.4 ポイント上昇しました。これは、大規
模事業などへの投資に係る地方債の元利償
還金が増加したことによるものです。
　「将来負担比率」は、将来負担額より充
当可能な財源が多かったため表示されませ
ん。
　「資金不足比率」は、上下水道事業など
公営企業会計で資金不足を生じた会計はあ
りませんでした。

　財政構造の弾力性を判断するための指標です。町税・普通交付税のような、

使途が特定されず毎年度経常的に収入される財源が、人件費、扶助費、公債

費のように毎年度経常的に支出される経費（経常的経費）に充当される割合

です。比率が高いほど財政構造の硬直化が進行していることを示します。

　地方公共団体の財政力を示す数値です。指数が低いほど自主財源（自ら調
達できる財源）の割合が少なく、国への依存度が高いことになります。この
数値が 1.00 を超えると、自立して自主的に財政運営できることを示し、普
通交付税の交付を受けない、いわゆる「不交付団体」となります。

経常収支比率
令和元年度 91.5%

平成30年度 85.0%

平成29年度 84.9%

財政力指数（3か年平均）
令和元年度 0.34

平成30年度 0.34

平成29年度 0.34

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課 

財
政
係

電
話（
６
２
）３
１
２
９

財政健全化の指標
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日
常
生
活
で
は

風
邪
症
状
が
あ
る
と
き
は

生
活
習
慣
の
改
善
で

免
疫
力
を
高
め
よ
う

◆
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
手
指
消

毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま

し
ょ
う
。人
と
接
す
る
と
き

は
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
３
密（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）は
避
け
ま
し
ょ
う
。

◆
毎
日
の
体
温
測
定
、体
調
の
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。

◆
ま
ず
は
学
校
や
会
社
を
休
み
、

外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

◆
毎
日
体
温
を
測
定
し
、
症
状
を

記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
は
、
か
か
り
つ

け
医
ま
た
は
大
町
保
健
事
務
所
（
℡
０
２
６
１

（
２
３
）６
５
６
０
）
な
ど
に
電
話
で
相
談
し

て
か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
息
苦
し
さ
、強
い
だ
る
さ
、高
熱
な
ど
の
強
い

症
状
が
あ
る
場
合

・
重
症
化
し
や
す
い
方（
高
齢
者
、糖
尿
病
、心
不

全
、呼
吸
器
疾
患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
）な
ど
の
基

礎
疾
患
が
あ
る
方
、透
析
を
受
け
て
い
る
方
、

免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
な
ど
を
用
い
て
い
る

方
）で
、発
熱
や
せ
き
な
ど
の
比
較
的
軽
い
風

邪
症
状
が
あ
る
場
合

・
右
記
以
外
の
方
で
発
熱
や
せ

き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
症

状
が
４
日
以
上
続
い
て
い
る

場
合

◆
食
事

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
、よ
く
噛
ん

で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動

簡
単
な
体
操
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
体
を
動
か

す
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。激
し
い
運
動
は

注
意
。

◆
休
養

疲
労
、ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
、リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
時
間
、睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
流
行
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
感
染
も
心
配
さ
れ
ま
す
。感
染
症
予
防
対
策
を
再
確
認
し
て
、感
染
症
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
せ
先
】

健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係　

℡（
６
１
）５
０
０
０

市立大町総合病院で病児・病後児保育室 開始！
　

大
北
圏
内
に
お
住
ま
い
の
満
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
対
象
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
室
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
病

気
療
養
中
で
病
状
の
急
変
は
認
め
ら
れ
な
い
状
態
、
ま
た
は
病
気

の
回
復
期
で
あ
る
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
方
法

　

利
用
の
前
日
ま
で
に
市
立
大
町
総
合
病
院  

病
児
・
病
後
児
保
育

室（
℡
０
８
０（
２
５
６
２
）４
９
２
５
）へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
当
日
の
持
ち
物（
健
康
保
険
証
な
ど
）も
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
事
前
提
出
》

◆
大
町
市
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
登
録
申
請
書

（
池
田
町
教
育
委
員
会
へ
利
用
の
前
日
ま
で
に
提
出
）

《
利
用
当
日
提
出
》

◆
情
報
提
供
書（
医
師
か
ら
記
入
し
て
も
ら
う
。有
料
）

◆
与
薬
依
頼
書（
服
薬
が
必
要
な
場
合
）

◆
保
護
者
と
の
連
絡
票

必
要
書
類

　

手
続
き
に
必
要
な
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
交
流

セ
ン
タ
ー
か
え
で
、
や
す
ら
ぎ
の
郷
、
各
保
育

園
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
教
育
会
館
に
も
置
い
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲町HP

【
問
い
合
せ
先
】

教
育
委
員
会  

学
校
保
育
課  

学
校
保
育
係　

℡（
６
１
）１
４
３
０

正しい知識で感染症予防！
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町
で
は
、
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
亜
塩

素
酸
水
の
無
料
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

◆
配
布
対
象
者

　

池
田
町
民
、
池
田
町
内
事
業
所
、
自
治
会

◆
配
布
数
量

　

個
人
１
世
帯
に
つ
き　

１
回
２
㍑
ま
で

　

事
業
所
、
自
治
会　
　

１
回
20
㍑
ま
で

◆
配
布
場
所

　

池
田
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷

◆
配
布
時
間

　

平
日　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

土
曜
日　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

日
曜
日
・
祝
日　

午
後
１
時
～
７
時

　

※
お
風
呂
が
休
業
に
な
っ
た
場
合
、
土
日
祝
日

の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
持
ち
物

　

次
亜
塩
素
酸
水
を
い
れ
る
遮
光
性
の
高
い
容
器

（
た
だ
し
金
属
製
容
器
不
可
）

　

ド
ア
ノ
ブ
、
テ
ー
ブ
ル
、
手
す
り
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
拭
き
取

り
に
使
用
で
き
ま
す
。

①
事
前
に
、
洗
剤
な
ど
で
汚
れ
や
油
分
を
し
っ
か
り
拭
き
取
る
。

②
き
れ
い
な
布
や
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
よ
く
染
み
込
ま
せ
て
拭

く
。

③
次
亜
塩
素
酸
水
が
残
ら
な
い
よ
う
に
、
乾
い
た
布
な
ど
で
拭
き

取
る
。
（
金
属
製
品
は
さ
び
や
す
い
の
で
、
よ
く
拭
き
取
っ

て
く
だ
さ
い
）

次
亜
塩
素
酸
水
の
使
い
方

Ｑ
１
：
次
亜
塩
素
酸
水
っ
て
何
？

　

Ａ
：
食
塩
水
を
電
気
分
解
し
て
作
ら
れ
た
酸
性
の
電
解
水
で
す
。

Ｑ
２
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
あ
る
の
？

　

Ａ
：
塩
素
濃
度
が
35
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
の
も
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す（
令
和
２
年
６
月
26
日

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
発
表
※
諸
説
有
）。今
回
配
布
す
る
も
の
は
、
塩

素
濃
度
35
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
の
次
亜
塩
素
酸
水
で
す
。

Ｑ
３
：
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
？

　

Ａ
：
安
全
性
が
高
く
、
食
材
の
殺
菌
や
調
理
器
具
な
ど
の
除
菌
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
も
有
効
と
の
研
究
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

保
管
方
法

　

直
射
日
光
を
避
け
、
涼
し
い
場
所
で
容
器
を
密
閉
し
て
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
紫
外
線
や
空
気
に
触
れ
る
と
有
効
成
分
が
減
少
し

て
い
き
ま
す
。
３
日
～
１
週
間
で
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。

【
簡
単
お
す
す
め
容
器
持
参
方
法
】

　

き
れ
い
に
洗
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ア
ル
ミ
ホ

イ
ル
や
紙
な
ど
を
巻
き
、
遮
光
性
の
高
い
袋
な
ど

に
入
れ
て
日
光
に
当

た
ら
な
い
よ
う
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
ご
質
問

次亜塩素酸水を無料配布します

【
問
い
合
せ
先
】健

康
福
祉
課　

℡（
６
１
）５
０
０
０

国民健康保険税の減免について
【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

課
税
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

　

納
期
限
が
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

次
の
①
、②
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
世
帯
は
、

減
免
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、主
た

る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
世
帯

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、不
動
産
収

入
、山
林
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、以
下
の

全
て
に
当
て
は
ま
る
世
帯

・
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
な
ど
の
い

ず
れ
か
の
減
少
見
込
額
が
令
和
元
年
に
比
べ

10
分
の
３
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前
年
の
合
計
所
得
が

１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

・
主
た
る
生
計
維
持
者
の
減
少
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
事
業
収
入
な
ど
に
係
る
所
得
以
外

の
前
年
の
所
得
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
。

　

申
請
に
必
要
な
資
料
な
ど
詳

し
く
は
、広
報
い
け
だ
６
月
号

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、総
務
課
課
税

係
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▲町HP
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vol.3

大
川　

翔し
ょ
う
た太　

さ
ん
（
35
）
群
馬
県
出
身

　
　
　

雪ゆ
き
の乃　

さ
ん
（
33
）
兵
庫
県
出
身

◆
池
田
町
に
移
住
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

長
男
が
生
ま
れ
た
当
時
、安
曇
野
市
に
住
ん
で
お
り
、周

辺
で
土
地
を
探
し
て
い
ま
し
た
。お
互
い
山
が
好
き
な
の
で
、

北
ア
ル
プ
ス
が
見
え
る
環
境
に
こ
だ
わ
っ
た
結
果
、池
田
町

に
ご
縁
が
あ
り
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

池
田
町
に
移
住
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
！

陽は
る
と翔　

く
ん
（
２
）

蒼あ
お
と翔　

く
ん
（
０
）

花
見
在
住

　

優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ご
夫
婦
に
私
た
ち
も
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。新
し
い
家
族
が
増
え
て
大
変
な
中
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
上
・
数
馬

　

第
３
弾
は
、
最
近
二
人
目
の
お
子
さ
ん
が
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
大
川
さ
ん
ご
一
家
で
す
。

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

移
住
定
住
推
進
係　

℡（
６
２
）３
１
２
９

◆
地
元
の
方
々
と
の
交
流
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

近
所
の
方
が
、気
軽
に
子
ど
も
に
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
す
。私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
両
親
が
離

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、子
育
て
を
通
じ
、人
と
人
の
出
会
い
や
交
流
が
と
て
も
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。

◆
池
田
町
の
魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

池
田
町
の
人
口
が
、私
た
ち
に
ち
ょ
う
ど
い
い
で
す
。町
の
一
住
人
と
し
て
、町
づ
く
り
に
参
画

し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
規
模
感
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
元
の
方
も
移
住
者
も
、池
田
町
の
住
民
は
温
か
い
方
が
多
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
っ
と
皆
さ

ん
と
つ
な
が
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
実
際
に
池
田
町
に
移
住
し
て
い
か
が
で
す
か
？

　

朝
起
き
て
山
の
様
子
を
見
て
か
ら
１
日
が
始
ま
る
こ
と

に
感
動
を
覚
え
ま
す
。ま
た
、自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
子
育

て
が
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。子
ど
も

た
ち
に
は
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

▲除草作業の様子（公民館）

　

千
本
木
台
自
治
会
は
、
平
成
７
年
と

10
年
の
千
本
木
台
住
宅
地
造
成
に
よ

り
、
会
染
北
部
の
東
山
山
麓
に
生
ま
れ

た
自
治
会
で
す
。
歴
史
は
浅
い
も
の
の
、

催
し
や
環
境
整
備
作
業
な
ど
で
会
員
間

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
活
動
の
中
か
ら
２
つ
紹
介
し

ま
す
。

　

ま
ず
、
地
区
内
の
草
刈
り
と
清
掃
で

す
。
年
５
回
、
環
境
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
者
同
士
の
会
話
が
は
ず
み
、

良
い
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま

で
の
３
世
代
が
参
加
す
る
交
流
会
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
り
ま
す
が
、
例
年
12
月
に
餅
つ
き
や

し
め
縄
作
り
で
親
交
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
遮
る
も
の
が
何
も
な
い
北
ア

ル
プ
ス
の
絶
景
が
望
め
、
空
気
が
澄
む

朝
が
特
に
お
す
す
め
で
す
。
よ
く
晴
れ

た
日
に
早
起
き
し
て
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係　

℡（
６
２
）３
１
２
９

▲除草作業の様子（土手）

▲北アルプスを望む

　

池
田
町
に
は
32
の
自
治
会
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
毎
回
１
つ
の
自
治
会
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
そ
の
特
徴
的
な
活
動
な
ど
を
自
治
会
パ
ー
ト
ナ
ー
が
紹
介
し
ま
す
。

自治会活動紹介㉚千本木台自治会 千本木台自治会パートナー　松澤　歩
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早
い
も
の
で
着
任
し
て
か
ら
７
ヵ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
活
動
を
振
り
返
っ
て
…
や
は
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
大
き
く
、

移
住
定
住
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
３
密
を
避
け

る
ツ
ー
ル
と
し
て
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
ア
プ
リ
が

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
と
比
べ
る
と
随
分

と
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
普
及
し
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
は
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を
利
用
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会

や
学
校
の
授
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。
私
た
ち
の
係
で
も
よ
う
や
く
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
使
用
し
た
移
住
相
談
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

始
め
ま
し
た
。
今
後
は
対
面
イ
ベ
ン
ト
と
合

わ
せ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
も
考
え
て
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
寄
り
の

人
間
で
す
が
、
便
利
な
ツ
ー
ル
は
こ
の
機
会

に
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
自
粛
が
続
く
中
、
10
月
に
は
筑

北
村
で
開
催
さ
れ
た
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
池
田
町
の
イ
ベ
ン
ト

も
少
し
ず
つ
再
開
さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
京
都
で
す
。
池
田
町
に

移
住
す
る
ま
で
京
都
を
出
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
「
京
都
の
方
が
素
敵
じ
ゃ
な

い
！
」
「
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
…
」
な

ん
て
会
話
を
よ
く
し
ま
す
が
、
京
都
に
は
な

い
景
色
が
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

京
都
で
一
番
高
い
山
は
標
高
１
０
０
０
㍍

も
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
て
北
ア
ル
プ
ス
の
山

並
み
を
見
た
と
き
、
そ
れ
は
そ
れ
は
感
動
し

ま
し
た
。
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
に
は
日

常
の
風
景
な
ん
で

す
よ
ね
。
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の

人
を
魅
了
し
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

京
都
の
人
に
は

変
な
こ
だ
わ
り
が

あ
り
、
「
関
西
人
」

と
言
わ
れ
る
と
「
い

え
、
京
都
人
で
す
」

と
主
張
し
て
し
ま

う
。
も
し
、
京
都
の
方
と
お
話
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
前
号
の
福
岡
県
民
と
は
違
い
、
関

西
の
人
は
方
言
を
隠
さ
な
い
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
に
来
て
わ
か
ら
な
か
っ
た
方

言
は
「
な
か
ら
」
「
ず
く
」
「
は
か
い
く
」

「
ま
て
い
」
「
の
て
」
等
々
た
く
さ
ん
。
方

言
は
面
白
い
で
す
ね
。
京
都
弁
講
座
、
ご
希

望
あ
れ
ば
開
催
し
ま
す
！

数
馬　

元
美

企
画
政
策
課  

移
住
定
住
促
進
係

№ 68

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
活
用

▲９月６日
　オンライン移住相談セミナー

▲京都三大祭りの一つ　祇園祭

京
都
人

▲ 10 月３日
　筑北マルシェ出店の様子

▲京都で一番高い愛
あ た ご

宕山（標高 924 ｍ）

活
動
日
誌

わ
た
し
の
つ
ぶ
や
き

広報いけだ 9



　

樹
木
の
張
り
出
し
は
、
車
両
へ
の
接
触
や
見
通

し
の
障
害
と
な
り
、
事
故
の
発
生
原
因
と
な
り
ま

す
。
冬
期
は
降
雪
に
よ
る
枝
折
れ
や
倒
木
の
発
生

が
一
層
懸
念
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
除
雪
作
業
に

支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

次
の
事
項
を
確
認
し
、
必
要
に
よ
り
樹
木
の
伐

採
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
確
認
事
項
》

①
車
道
、
歩
道
に
樹
木
が
張
り
出
し
て
い
な
い
か

②
枯
れ
て
倒
木
の
恐
れ
が
な
い
か
、
折
れ
た
枝
が

道
路
に
散
乱
し
て
い
な
い
か

③
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道
路
の
見
通
し
の
障
害
に

な
っ
て
い
な
い
か

樹
木
の
張
り
出
し

ブ
ロ
ッ
ク
塀

　

平
成
30
年
の
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

で
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
伴
う
死
亡
事
故
が
発

生
し
、
老
朽
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
危
険
が

再
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

老
朽
化
が
進
ん
だ
塀
や
、
構
造
基
準
を
満
た
さ

な
い
塀
な
ど
は
、
倒
壊
し
た
際
に
人
が
下
敷
き
に

な
っ
た
り
、
倒
れ
た
塀
が
道
路
を
ふ
さ
ぐ
な
ど
、

安
全
交
通
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
道
路
沿
線
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
こ
の
補
助
金
を
ご
活
用
い
た

だ
き
、
道
路
の
安
全
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

万
が
一
、
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
、
所
有
者
や
土
地
管
理
者
が

法
的
責
任
を
問
わ
れ
ま
す
。
道
路
を
安
全
に

交
通
す
る
た
め
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
道

路
沿
線
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】建
設
水
道
課  

建
設
管
理
係

℡（
６
２
）３
１
３
０

道路を安全に利用するためにご協力をお願いします

枝が張り出していませんか？

倒壊の危険はありませんか？

《
日

時
》
12
月
15
日（
火
）

１
回
目　

午
後
０
時
20
分
～
２
時
45
分

２
回
目　

午
後
３
時
20
分
～
５
時
45
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
上
映
の
20
分
前
に
開
場
し
ま
す
。

《
場

所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で　

ホ
ー
ル

《
定

員
》
各
50
人
（
先
着
順
）

《
申
込
方
法
》
健
康
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
お
電
話
に
て
、
氏
名
・
連
絡
先

（
電
話
番
号
）・
参
加
回
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

《
申
込
期
間
》
11
月
１
日
（
日
）
～
30
日
（
月
）

《
主

催
》
北
ア
ル
プ
ス
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

池
田
町

認知症でも大丈夫！なまち　～映画上映会のお知らせ～
　

池
田
町
で
は
65
歳
以
上
の
６
人
に
１
人
が
認
知
症
診
断
を
受
け
て
い

ま
す
。「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
、認
知
症
の
人
と
共
に
生
き
る
町
づ
く

り
」を
進
め
る
た
め
、私
た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
に
認
知
症
を

「
知
る
」こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。映
画
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

「
長
い
お
別
れ
」
上
映
会

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡（
６
１
）５
０
０
０
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環境用語の知識

みんなで実践　ごみ削減！

　様々な製品やサービ
スの中で「生産」から「廃
棄」にわたるライフサイ
クル全体を通して環境
への負荷が少なく、環
境保全に役立つと認め
られた商品につけられ
る環境ラベルです。
　このマークを活用し
て、環境を意識した商
品選択を行うことによ
り、持続可能な社会の
形成を図っていくこと
を目的としています。

エコマーク

汚
れ
た
プ
ラ
容
器
は
ど
う
や
っ
て
分
別
す
る
の
？

ポ
イ
ン
ト

汚
れ
は
さ
っ
と
落
と
す

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
れ

ば
、
弁
当
の
容
器
や
菓
子
の
袋
な
ど
、
汚
れ
が
気
に
な
る
も
の

で
も
そ
の
ま
ま
資
源
ご
み
と
し
て
出
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

せ
っ
か
く
分
別
を
し
て
い
た
だ
い
て
も
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
や
中
身
が

残
っ
て
い
る
も
の
は
残
念
な
が
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
食
料

品
や
飲
料
の
入
っ
て
い
た
容
器
は
中
身
を
消
費
し
て
か
ら
、
中
の
汚
れ
を
軽
く

ゆ
す
ぐ
か
、
拭
き
取
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ
の
落
と
し
方
の
目
安
は
、

２
週
間
保
管
し
て
も
に
お
い
が
気
に
な
ら
な
い
程

度
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
汚
れ
を
落
と
す
た
め
に
洗
剤
や
水
を
大

量
に
使
う
な
ど
、
極
端
に
洗
浄
負
荷
が
大
き
な
も
の

は
環
境
に
配
慮
し
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
身
体
的
虐
待

た
た
く
、殴
る
、蹴
る
、や
け
ど
を

さ
せ
る
、戸
外
に
閉
め
出
す
、投
げ

落
と
す
、激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

◆
性
的
虐
待

子
ど
も
に
性
器
や
性
交
を
見
せ

る
、子
ど
も
を
ポ
ル
ノ
写
真
の
被

写
体
に
す
る
な
ど

◆
ネ
グ
レ
ク
ト

子
ど
も
の
意
思
に
反
し
て
通
学

さ
せ
な
い
、日
常
的
な
世
話
を
し

な
い
、置
き
去
り
に
す
る
な
ど

◆
心
理
的
虐
待

脅
迫
、無
視
、子
ど
も
の
心
を
傷
つ

け
る
こ
と
を
繰
り
返
し
行
う
、子

ど
も
の
目
の
前
で
の
家
庭
内
暴

力
、兄
弟
間
で
の
差
別
的
な
扱
い

な
ど

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

ち
な
み
に
…

　

貼
ら
れ
て
い
る
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
な
ど
で
、
剥
が
し
に
く
い
場
合
は
、
そ
の
ま

ま
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

虐
待
の
種
類

　

泣
き
叫
ぶ
子
ど
も
の
声
、
大
人
の

怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
れ

ば
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
談
・
通
告
】

地
域
の
児
童
相
談
所　

℡
１
８
９

池
田
町
多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

多世代相談センターだより
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し
つ
け
は
、
だ
ん
だ
ん
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
「
虐
待
」
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

体
罰
・
暴
言
は

子
ど
も
の
脳
を
傷
つ
け
ま
す

　

社
会
で
自
律
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
を
子
ど
も
に
教
え
る
行
為
で
す
。

　

体
罰
や
暴
言
で
子
ど
も
の
恐
怖
心
を
あ
お

り
従
わ
せ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護

者
が
「
し
つ
け
」
と
し
て
行
っ
た
と
し
て

も
、
子
ど
も
を
傷
つ
け
て
い
た
ら
そ
れ
は
虐

待
に
な
り
ま
す
。
令
和
２
年
４
月
か
ら
体
罰

が
法
律
で
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
罰
に
よ
っ
て
脳
の
一
部
が
委
縮
し
た

り
、
暴
言
に
よ
っ
て
脳
の
一
部
が
変
形
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
子
ど
も
の

人
生
に
影
を
落
と
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
目
の
前
で
の
夫
婦
げ
ん
か
も
心

理
的
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

　

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
爆
発
す
る
前
に
周

り
に
助
け
を
求
め
た
り
、
気
持
ち
の
切
り
替

え
を
し
ま
し
ょ
う
。
頼
る
こ
と
は
悪
い
こ

と
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
は
心
理
的
虐
待
が
増
え
て
い
ま
す

「
し
つ
け
」
と
は



　
◆
活
動
の
窓
◆

い
き
い
き
元
気
！
み
の
り
塾

～
趣
味
の
一
つ
に
俳
句
は
い
か
が
？
～

　

10
月
８
日
に
い
き
い
き
元
気
！
み

の
り
塾
４
回
目
の
講
座
「
生
涯
の
趣

味
の
一
つ
に
友
と
し
て
俳
句
を
楽
し

も
う
！
」
を
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
池
田
町

俳
句
会
の
石
原
孟
さ
ん
（
南
台
）
を

講
師
に
お
招
き
し
、
俳
句
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
や

歴
史
、
俳
句

作
り
の
一
端

を
学
習
し
ま

し
た
。

　

石
原
さ
ん
は
「
俳
句
は
難
し
そ
う

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
れ
ど
、

セ
ン
ス
は
関
係
な
く
、
継
続
す
る
こ

と
が
大
事
。
そ
し
て
“
に
わ
か
俳
句

フ
ァ
ン
”
か
ら
俳
句
を
楽
し
む
“
俳

句
趣
味
人
”
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

～
ハ
ー
ブ
を
使
っ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

　

９
月
19
日
に
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
２
回
目
の
講
座
「
ハ
ー
ブ
を
使

っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
！
」
を
、
交

流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
ハ
ー
ブ
に
関
す

る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
み

ち
く
さ
」
の
皆
さ
ま
を
講
師
に
お
招

き
し
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
を
用
い

て
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
フ
レ
ー
ム
を

作
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
の
中
は
、
材
料
と
な
る
ハ

ー
ブ
の
香
り
に
包
ま
れ
と
て
も
爽
や

か
。
用
意
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
ハ
ー

ブ
の
中
か
ら
、
額
の
中
に
思
い
思
い

に
葉
や
花
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
作
品
を

作
り
ま
し
た
。
細
か
い
作
業
も
あ
り

苦
労
す
る
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み

ん
な
頑
張
り
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
塾

～
１
曲
踊
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
～

　

８
月
末
か
ら
10
月
に
か
け
て
全
５

回
に
わ
た
り
「
は
じ
め
て
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
塾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
５
回

と
い
う
限
ら
れ
た
回
数
で
し
た
が
、

未
経
験
者
の
方
で
も
１
曲
通
し
て
踊

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
宮
澤
咲
子
さ
ん
（
白
馬

村
）
は
「
池
田
町
の
方
は
、
上
達
が

早
い
で
す
ね
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
座
は
終
了
し
ま
す
が
、

今
後
も
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
サ

ー
ク
ル
化
す
る
予
定
と
の
こ
と
で

す
。
ご
興
味
あ
る
方
は
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ラ
ボ
の
開
催

　

９
月
12
日
農
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
に
よ
る
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ラ

ボ
」
ピ
ッ
チ
ン
グ
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
大
会
が
中
止
と
な

る
中
、
選
手
の
技
術
向
上
と
競
技
人

口
の
拡
大
を
目
指
す
初
の
試
み
で
し

た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
の

ピ
ッ
チ
ャ
ー
経

験
者
や
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委

員
が
講
師
を
務

め
、
町
内
リ
ー

グ
の
選
手
や
一
般
町
民
な
ど
約
40
名

に
対
し
、
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
レ
ベ
ル
に
応
じ
、
ボ
ー
ル
の
握
り

方
、
投
球
フ
ォ
ー
ム
な
ど
実
践
を
交

え
な
が
ら
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

▲講師の石原さん

【
問
い
合
せ
先
】

　

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

▲会場の様子

▲力作ができました！

▲指先まで意識して、美しく

【
問
い
合
せ
先
】

　

池
田
町
総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

▲フレッシュハーブが勢ぞろい！

総
合
体
育
館
か
ら
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆ 11 月の休館日　　　　 　２・９・16・23・24・30 日

24 日は月末館内整理休館です

山本　祐司　作
（ほるぷ出版）

　玉ねぎ、じゃがいも、
にんじん、お肉…次々
にいろんな具材がやっ
てきて、自分がカレー
の王様だと言います。
ほんとの王様はだれ？

ジョン・グリシャム　著
村上　春樹　訳
（中央公論新社）

　強奪されたフィッツジェ
ラルドの直筆原稿。保険
金総額は2500万ドル。捜
査線上に浮かんだのは？

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

井出　留美　著
（日本経済新聞出版本部）
　食品ロス問題の専門
家が教えるSDGs時代の
必携暮らし読本。食も暮ら
しも生き方も”新しい日常”
にすっきりシフト。

カレーのおうさま あるものでまかなう生活「グレート・ギャッツビー」を追え

☆　つけてみませんか？『読貯通帳』　☆

　図書館で借りた本のタイトルを書きとめて、読書記録
に。ちょっぴり『ずく』を出して本の値段も書いておくと、
お得感が分かりますよ。買ったつもりで貯金をしますか？
おいしいものを食べに行くのも
いいですね！
　『読貯通帳』はカウンターで差
し上げています。

その他の新着書
スター 朝井リョウ
デルタの羊 塩田武士
日没 桐野夏生
始まりの木 夏川草介
銀嶺探偵社 中山七里
孔丘 宮城谷昌光
この本を盗むものは 深緑野分
なぞなぞのにわ 中上あゆみ
もりのおふとん 西村敏雄

神さまの貨物
ジャン = クロード・グランベール

これ 1 冊ではじめる！
  庭づくりのための DIY 山田芳照
作りおきできる。
  がっつり！ごはんの友 上島亜紀
はたらくくるまたちの
  かいたいこうじ Ａ．Ｇ．フォード
ポポくんのおばけパン

ａｃｃｏｔｏｔｏ

第 22 回　図書館まつり開催！　会場：交流センターかえで

◆本のリサイクル広場
　　午前 9 時 30 分～正午　会場：ホール
◆おはなしでてこ～い !!
　　午前 10 時～
　　子ども向け　会場：おはなしコーナー
　　大人向け　　会場：学習室
◆映画上映会
　　午後１時 30 分～　会場：ホール
　　『ねずみくんのチョッキ』
◆親子工作教室　アマビエのしおりを作ります
　　①午後２時～　②午後３時～
　　各回４組まで　会場：クラフトルーム

◆新館開館１周年記念講演会
　　午前 10 時～　会場：ホール
「広津が小説の舞台に！
　～物語に込めた思いとは～」
　講師：作家  吉橋通夫  氏（大町市在住）

『ずくなし半左事件簿』
（KADOKAWA）は五つの
話からなり、第２話の「隠
れ芝居」は池田町広津の松
尾神社が舞台となっていま
す。「ずくなし」武士の成
長物語です。

11 月７日（土） 11 月８日（日）

◆映画上映会
　　午後１時 30 分～　　会場：ホール
　『ローマの休日』
※各イベント入場無料です。

本のリサイクル広場
　この広場は池田町交流センターかえでの会、図書館

部会の会員が運営します。各ご家庭で読まれなくなっ

た本を、読む人に届けます。お持ち帰りになる本には、

図書館資料寄贈を目的として、１冊あたり 10 円を目

安としてた協力金をお願いします。

広報いけだ 13



薔薇貫入釉大皿「光彩の薔薇」

「
本
間
友
幸
作
陶
展
～
刻と

き

の
結
晶
～
」
開
催
中
！

【
問
い
合
せ
先
】

　

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

本
間
友
幸
は
、
安
曇
野
で
活
躍
す
る
作
陶
歴
27
年
の
陶
芸
家
で
す
。
昭
和
50

（
１
９
７
５
）
年
に
長
野
市
で
生
ま
れ
、平
成
５（
１
９
９
３
）
年
か
ら
小
林
陶
春
に
師
事
。

平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
、
長
野
市
に
て
開
窯
し
ま
し
た
。
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
か
ら

は
拠
点
を
安
曇
野
に
移
し
、
全
国
各
地
に
て
個
展
の
開
催
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
重
厚
か
つ
繊
細
な
本
間
作
品
は
、
多
く
の
人
を
魅
了
し
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
韓

国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
も
発
表
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
本
間
の
代
名
詞
で
あ
る
薔
薇
貫
入
釉
（
釉
薬
の
細
か
い
ひ
び
を
薔
薇
の

模
様
に
見
立
て
た
も
の
）
を
は
じ
め
、
亜
鉛
結
晶
、
志
野
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作

品
約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

本
間
友
幸
の
創
り
出
す
奥
深
い
陶
芸
美
の
世
界
を
存
分
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

《
会　
　

期
》

　

10
月
31
日（
土
）～
12
月
10
日（
木
）

《
休
館
日
》

　

月
曜
日（
11
月
23
日
は
開
館
、11
月
24
日
休
館
）

《
開
館
時
間
》

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

　

※
当
面
の
間
、時
短
営
業
中
。

《
会　
　

場
》

　

企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》

　

一　

般
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
４
５
０
円（
４
０
０
円
）

　

中
学
生
以
下
無
料

　

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　

当
館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
臨
時
休
館
や
開
館
時

間
の
短
縮
を
行
う
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
最

新
情
報
、
ま
た
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
諸

注
意
を
当
館
Ｈ
Ｐ
（http://navam

.jp

）

に
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確

認
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

令
和
２
年
度　

寄
贈
作
品

　

日
本
山
岳
画
協
会
の
３
名
様
よ
り
、
作
品
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
～
８
月
30
日
ま
で
開
催
し
た
「
日
本
山
岳
画
協
会
北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館
展

～
山
に
魅
せ
ら
れ
た
画
家
達
～
」
に
展
示
し
た
作
品
で
す
。

「蝶ヶ岳より槍ヶ岳」
日本山岳画協会  元代表幹事　武井清　様

「安曇野」
日本山岳画協会  示現会委員　渡邉良一　様

「神さぶる峯」
日本山岳画協会  大調和会委員　伊藤政朗　様

広報いけだ 14



【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

　

描
い
た
絵
は
講
師
の
コ
メ

ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
付
け

て
参
加
者
へ
お
返
し
し
ま

す
。
ま
た
、
創
造
館
ロ
ビ
ー

に
て
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
受
付
期

間
中
に
創
造
館
へ
ス
ケ
ッ
チ

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
事

前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

秋
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
公
募
コ
ン
サ
ー
ト

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
中
！

　

９
月
13
日
に
無
観
客
で
開
催
し
た
「
秋

の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
公
募
コ
ン

サ
ー
ト
」
の
録
画
を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

公
開
中
で
す
。
ホ
ー
ル
で
の
鑑
賞
と
は
一

味
違
う
雰
囲
気
を
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
演
奏
者
に
承
諾
を
い
た
だ
い
た

演
奏
の
み
公
開
し
て
い
ま
す
。

秋
の
ス
ケ
ッ
チ
会　

参
加
者
募
集

【
公
開
期
間
】

　

11
月
８
日（
日
）ま
で

深
ま
る
秋
の
安
曇
野
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

《
受
付
期
間
》

　

11
月
３
日（
火
祝
）～
８
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
11
月
４
日（
水
）休
館
）

《
提
出
場
所
》

　

創
造
館

《
講

師
》

　

池
田
町
美
術
協
会
所
属
作
家

《
参
加
条
件
》

・
画
材
は
自
由
で
す
。

・
Ｂ
４
サ
イ
ズ
以
下
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ YouTube

　

10
月
２
日
に
新
様
式
で
の
高
瀬
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
た

め
、今
年
度
の
高
瀬
祭
は
開
催
そ
の
も
の
も

含
め
て
慎
重
に
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。検
討

の
結
果
、会
場
を
よ
り
広
い
町
総
合
体
育
館

と
し
、発
表
内
容
を
限
定
し
、入
場
制
限
も

行
っ
た
上
で
の
１
日
開
催
、と
い
う
新
し
い

方
法
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
同
時
開
催
し
て
い
る
体
育
祭
は
、先

行
し
て
９
月
29
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
縄
跳
び（
８
の
字
跳
び
）や
ク
ラ
ス
対

抗
全
員
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、生
徒
た
ち

の
歓
声
が
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し

た
。大
縄
跳
び
で
は
３

年
２
組
が
４
分
間
で

３
５
３
回
を
跳
び
優

勝
し
ま
し
た
。わ
ず
か

１
回
差
で
２
位
と
な
っ

た
３
年
１
組
は
悔
し

が
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
が
、好
記
録
が
出
た

こ
と
を
喜
び
合
う
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な

感
染
対
策
を
し

て
行
わ
れ
た
第

44
回
高
瀬
祭
で

は
、３
学
年
総

合
的
な
学
習
の

時
間
中
間
報

告
、英
語
部
、吹

奏
楽
部
の
発
表

が
午
前
中
に
行

わ
れ
ま
し
た
。ど
の
発
表
も
今
ま
で
の
取
り

組
み
の
成
果
が
よ
く
分
か
る
発
表
で
、凝
っ

た
演
出
も
あ
り
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

生
徒
会
企
画
で
は
ク
イ
ズ
を
中
心
に
盛
り

上
が
り
、全
校
制
作
の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の

披
露
も
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
ク
ラ
ス
合
唱
の
み
で
行
わ
れ
た
音

楽
会
で
し
た
。学
年
が
上
が
る
ご
と
に
響
き

を
増
す
歌
声
に
、心
が
潤
っ
て
い
く
の
を
感

じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
し
た
生
徒

会
役
員
は
、新
し
い
こ
と
ば
か
り
で
苦
労
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、柔
軟
な
発
想
で

乗
り
切
っ
て
大
成
功
に
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

高 瀬 中 学 校
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル

第
44
回
高
瀬
祭
開
催

久
し
ぶ
り
に
全
校
が
一
堂
に
会
し

楽
し
ん
だ
体
育
祭

今
年
度
の
高
瀬
祭
テ
ー
マ

『
熱
盛
～
今
日
か
ら
高
瀬
は
～
』

クラフトパーク＆創造館だより
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穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
新
ご
み
処
理
施
設

は
12
月
か
ら
試
運
転
を
開
始
す
る
た
め
、
試
運
転

用
の
ご
み
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
ご
み
処
理
施
設
で
は
、
可
燃
性
粗
大
ご
み
の
受
け
入

れ
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
す
の

で
、
施
設
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
、
持
ち
込
み
前

に
必
ず
穂
高
広
域
施
設
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

安
全
第
一
で
実
施
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆

さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
有
料
ご
み
に
つ
い
て
は
、組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の「
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.a
n

c
-tv

.
ne.jp/~hotaka-c/

）

【
問
い
合
せ
先
】

　

穂
高
広
域
施
設
組
合　

℡
０
２
６
３（
８
２
）２
１
４
７

　

時
刻
表
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー

が
オ
レ
ン
ジ
色
の

町
営
バ
ス
町
内
巡

回
線
は
停
留
所
以

外
の
場
所
で
も
交

差
点
付
近
な
ど
危

険
な
場
所
を
除
い

て
、
フ
リ
ー
乗
降

が
で
き
ま
す
。

　

進
行
方
向
の
左
側
（
バ
ス
の
乗
り
口
側
）
の

安
全
な
場
所
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
、
バ
ス
が

来
た
ら
手
を
振
る
な
ど
乗
車
の
意
思
を
運
転
手

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
乗
車
の
際
に
降

り
た
い
場
所
を
運
転
手
に
伝
え
て
い
た
だ
く
と

希
望
の
場
所
で
停
車
し
ま
す
。

　

町
内
巡
回
線
は
「
み
ぎ
ま
わ
り
の
ふ
～
み
ん

号
」
と
「
ひ
だ
り
ま
わ
り
の
て
る
み
ん
号
」
の
２

路
線
が
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
５
便
運

行
し
て
い
て
、
上
手
に
利
用
す
る
と
目
的
地
ま

で
短
い
距
離
で
往
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
し
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
町
内
の
お
出

か
け
の
際
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

詳
し
い
運
行
路
線
な
ど
に
つ
い
て
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場
住

民
課
環
境
整
美
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲町HP

　

11
月
９
日
（
月
）
～
15
日
（
日
）
は
、
秋
の
全
国

火
災
予
防
運
動
の
期
間
で
す
。
火
災
予
防
に
関
す
る

考
え
方
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

当
消
防
本
部
管
内
で
は
本
年
８
月
末
時
点
で
16
件

の
火
災
（
う
ち
池
田
町
０
件
）
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
昨
年
１
年
間
の
発
生
件
数
は
23
件
（
う
ち
池
田

町
５
件
）
で
し
た
。
野
焼
き
に
よ
る
火
入
れ
、
た
き

火
、
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
出
火
の
原
因
と

な
っ
た
も
の
が
多
く
、
い
ず
れ
も
不
注
意
に
よ
っ
て

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
暖
房
器
具
な
ど
、
火
を
使
う

機
会
が
多
く
な
り
、
空
気
も
乾
燥
し
て
き
ま
す
。

使
い
始
め
の
暖
房
器
具
の
点
検
や
燃
料
の
取
り
扱
い

な
ど
に
十
分
注
意
し
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
せ
先
】

　

住
民
課  

環
境
整
美
係

℡（
６
２
）２
２
０
３

実は便利な町営バス　町内巡回線

新ごみ処理施設の試運転を行います
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《
搬
入
開
始
日
》11
月
19
日（
木
）予
定

《
搬
入
方
法
》

　

市
町
村
収
集（
指
定
ご
み
袋
の
み
）

　

直
接
持
ち
込
み（
指
定
ご
み
袋
使
用
の
場
合
は
無
料
）

受
け
入
れ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
可
燃
ご
み

◆
可
燃
性
粗
大
ご
み

《
試
験
受
入
開
始
日
》令
和
３
年
２
月
１
日（
月
）

《
本
格
受
入
開
始
日
》令
和
３
年
３
月
１
日（
月
）

《
搬
入
方
法
》

　

直
接
持
込
み（
す
べ
て
有
料
）

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９



　

ち
ま
、
し
備
整
を
路
道
や

性
活
の
）
地
心
中
（
か
な

整
生
再
市
都
「
る
図
を
化

し
と
環
一
の
業
事
」
備

て
に
地
跡
館
民
公
旧
、
て

携
連
と
館
の
主
坊
る
て
る

備
整
の
園
公
ニ
ミ
た
し

目
を
成
完
末
度
年
今
、
を

。
す
ま
い
て
め
進
て
し
指

要
概
の
園
公

面
《
　

》
積

　

》
係
関
備
設
《

レ
イ
ト
◆

　

棟
１

）
的
目
多
・
女
・
男
（

基
１
場
み
飲
水
◆

場
車
駐
◆

　

分
台
４）

用
す
い
車
（

場
輪
駐
◆

道
歩
遊
◆

　

約
30

てるてる坊主の館
浅原六朗記念館

池田八幡神社

トイレ・水飲み場

駐輪場

旧教育会館

初
な
つ
は

生

の
り

果
つ
じ
か

実

食
試
を

豊よ
と

秋
の

 

　

沢
中

　

）
場
市
日
十
（
恵
初

夫ま
つ

岸
彼
秋
り
な
間
居
の
ま
ま
し
り
あ

 

　

）
町
妻
吾
（
子
智
美
澤
藤

 

）
目
丁
二
（
江
つ
か
島
綱

り
た
い
焼
り
た
煮
友
の
酒

秋

び
す
な
き
あ

子
茄

 

　

）
目
丁
二
（
る
ほ
か
幡
降

遥る
は

き
び
ひ
の
路
鉄
り
よ
か

秋き
あ

澄す

り
め

 

　

（
み
ゆ
さ
山
横

　

）

稲
の
み
ね
い

稔
り
黄

ね
が
こ

金

り
を
れ
ら
ゆ
に
風
の

 

　

林
（
子
三
二
坂
戸

　

）
中

る
来
鳥
小
堵
安
ぬ
ら
こ
起
も
事
何

 

　

藤
遠

　

）
見
田
渋
（
子
順

の
宮

杜り
も

り
祭
秋
く
び
ひ
の
歌
演

 

　

藤
佐

　

南
（
雄
行

　

）
台

厨
や
り
く

り
を
へ
数
を
柿
く
づ
色
ら
か

 

　

戸
橋

　

南
（
子
丘

　

）
台

東
め
の
の
し

雲

り
め
澄
秋
り
き
つ
く
守
天
の

 

　

戸
橋

　

南
（
司
利

　

）
台

１月号掲載俳句募集
はがきに作品 1 点を記入し、11 月

末日までに投稿してください。

作品には①地区名②氏名③電話番号

④中学生以下の方は学校名と学年を

明記してください。投稿多数の場合

は、選者により選考（10 句以内）

して掲載します。なお、選者により

語句の訂正等をさせていただく場合

がありますので、ご了承ください。

■あて先 

　〒 399-8696（住所不要）

池田町企画政策課
　　　　　　町づくり推進係

　　　　　　　　℡ 62-3129 ）
選
会
句
俳
田
池
（

品
作
稿
投
の
月
今
※

10

。
載
掲
で
同
不
順
を
句

の
者
作

合
場
い
な
ら
ふ
を
な
が
り
ふ
て
え
あ
、
り
よ
に
図
意

。
い
さ
だ
く
承
了
ご
。
す
ま
り
あ
が
等

】
先
せ
合
い
問
【　

課
務
総

  

係
務
総

１
３
１
３）
２
６
（℡
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旧公民館跡地にミニ公園を整備します！

林

中



保
育
園
へ
遊
具
の
寄
贈

　

10
月
７
日
、
長
野
県
労
働
金
庫
大
町
支
店
運
営
委
員

会
か
ら
、
池
田
・
会
染
保
育
園
へ
各
１
セ
ッ
ト
の
室
内

遊
具
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

労
働
金
庫
で
は
労
働
組
合
や
生
活
協
動
組
合
な
ど
を

会
員
と
し
、
運
営
委
員
会
は
そ
の
会
員
の
声
を
運
営
側

に
届
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
み
な

ら
ず
、
地
域
全
体
に
福
祉
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
各
地
域
の
子
育
て

を
支
援
し
た
い
と
、
大
北
管
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
へ

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
池
田
・
会
染
保
育
園
で
は
、

園
児
の
遊
び
が
広
が
り
あ
り
が
た
い
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

▲伊藤  健太運営委員長から贈呈

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
行
動
デ
ー

　

10
月
３
日
は
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
行
動
デ
ー
」
。

県
道
歩
道
の
除
草
を
は
じ
め
と
し
て
、
町
全
体
で
「
美

し
い
ま
ち
」
を
保
つ
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
道
大
町
明
科
線
を
見
る
と
、
伸
び
て
い
た
雑
草
が

取
り
除
か
れ
、
美
し
い
歩
道
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
全
体
が
「
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
と
な
る
よ

う
に
、
日
頃
か
ら
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
税
等
の
確
定
申
告
に
は
、パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ

で
利
用
い
た
だ
け
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。

　

多
く
の
方
が
訪
れ
る
申
告
会
場
に
出
向
か
な
く
て

も
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ

ホ
が
あ
れ
ば
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
申
告
書
を

提
出
で
き
ま
す
。ま
た
、Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
持

ち
な
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
も
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
も
、ご
自
宅
か
ら
の
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
発
行
会　

日
程
】

《
日
時
》11
月
25
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

発
行
に
は
５
分
程
度
か
か
り
ま
す
。来
場
者
の
状

況
に
よ
っ
て
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
場
所
》池
田
町
役
場　

中
会
議
室

《
持
ち
物
》

◆
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類（
写
真
付
の

も
の
）

◆
利
用
者
識
別
番
号
を
お
持
ち
の
方
は
、「
利
用
者
識

別
番
号
な
ど
の
通
知
」

【
問
】総
務
課  

課
税
係 

℡（
６
２
）３
１
３
１

　

確
定
申
告
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
！

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
発
行
会
の
お
知
ら
せ　
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長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、高
齢
者
の
方
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
歯
科
口
腔
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
者
》

①
昭
和
19
年
４
月
１
日
～
昭
和
20
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

②
昭
和
15
年
４
月
１
日
～
昭
和
19
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
の
う
ち
、直
近
で

生
活
習
慣
病
に
係
る
受
診
を
さ
れ
た
経

歴
が
あ
り
、か
つ
令
和
元
年
度
に
歯
科
医

療
の
受
診
が
な
か
っ
た
方

《
案
内
通
知
》

　

６
月
下
旬
に
対
象
者
に
対
し
、案
内
通
知

と
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

《
健
診
期
間
》

　

令
和
２
年
７
月
１
日（
水
）～
12
月
30
日（
水
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、期
間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

《
健
診
費
用
》

　

無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な
場
合
、そ

の
治
療
費
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

《
対
象
医
療
機
関
》

　

県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医
院（
一
部

の
病
院
を
除
く
）

《
予
約
方
法
》

　

対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

《
受
診
時
に
必
要
な
も
の
》

　

受
診
券
、被
保
険
者
証
、お
薬
手
帳（
な
い

場
合
は
不
要
）

【
問
】長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　

業
務
課  

給
付
係

℡
０
２
６（
２
２
９
）５
３
２
０

　
　

池
田
町
健
康
福
祉
課

　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡（
６
１
）５
０
０
０

　

町
で
は
、食
の
安
全
や
農
業
の
高
収
益
化

を
目
指
し
、無
農
薬
・
無
肥
料
で
育
て
る
自
然

農
法
ま
た
は
化
学
的
に
合
成
さ
れ
た
肥
料
と

農
薬
を
使
用
せ
ず
遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
行

わ
な
い
有
機
農
法
な
ど
の
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

栽
培
な
ど
を
実
践
し
て
い
る
農
家（
個
人
・
団

体
）の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

集
め
た
情
報
を
基
に
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な

ど
の
情
報
提
供
、農
業
相
談
、栽
培
者
の
交
流

な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

《
登
録
方
法
》

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
等
農
家
情
報
登
録

シ
ー
ト
を
、産
業
振
興
課
窓
口
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
て
い
た
だ
き
、

記
入
の
う
え
産
業
振
興
課
窓
口
、郵
送
、フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
提
出
先
お
よ
び
問
合
せ
》

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６（
郵
便
番
号
の
記
入

で
宛
先
住
所
の
記
入
不
要
）

宛
先　

産
業
振
興
課
農
政
係

℡（
６
２
）３
１
２
７

フ
ァ
ク
ス（
６
１
）１
１
４
５

　

朝
晩
の
気
温
が
低
く
な
り
、
水
道
管
凍
結

が
心
配
な
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

建
物
の
影
や
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
に
あ

る
水
道
管
は
、
凍
結
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
水
道
管
凍
結
が
心
配
な
と
き
は
、
不
凍

栓
に
よ
り
管
の
水
抜
き
を
し
、
凍
結
防
止
帯

を
確
認
す
る
な
ど
、
水
道
管
凍
結
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
自
然
に
溶

け
る
の
を
待
つ
か
、
水
を
か
け
る
な
ど
し
て

溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
、水
道
管
や
器
具
の
破

損
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
な
ど
に
よ
り
水
道

管
を
破
裂
さ
せ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
町
指
定
の
給

水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修

理
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
】建
設
水
道
課  
水
道
係℡（

６
２
）３
１
３
０

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
積
雪
よ
り
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
雪
が
降
っ
た
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
周
辺
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
検
針
が
遅
れ
る
と
、
漏
水
等
の
発
見
が
遅

れ
て
し
ま
い
、
水
道
料
金
が
高
額
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
】建
設
水
道
課  

水
道
係℡（

６
２
）３
１
３
０

　

最
低
賃
金
制
度
は
、最
低
賃
金
法
に
基
づ

き
、国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
、使
用
者
は
、

そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
制
度
で

す
。

　

長
野
県
内
の
事
業
所
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る「
長
野
県
最
低
賃
金
」が
令

和
２
年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
８
４
９
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
賃
金
の
確
認
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】長
野
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
２
６（
２
２
３
）０
５
５
５

　
　

大
町
労
働
基
準
監
督
署

℡（
２
２
）２
０
１
１

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
農
家
登
録
の
お
願
い

歯
科
口
腔
健
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　

メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
を

除
雪
し
ま
し
ょ
う　

長
野
県
最
低
賃
金
の
改
正

▲町HP

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
！
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係
進
推
り
く
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町

６
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６
８
‐
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９
３
〒

　
　
　
　
　

        

６
‐
３
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２
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池
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会
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印
越
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広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。

だ
け
い
報
広
　
　
　

年
２
和
令

10

行
発
月

　
　
　
　

年
０
２
０
２

11

（
号
月

N
o.649

）

》

欄

告

広

料

有

《

期　　日 医療機関名 電話番号

医

　
　
　

科

1日（日）
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000
大町市内 市立大町総合病院 22-0415

3日（祝）
池田・松川 吉村医院 61-5666
大町市内 大町協立診療所 26-5200

8日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大町市内 野村クリニック 85-0085

15日（日）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210
大町市内 伊東医院 22-0077

22日（日）
池田・松川 平林メンタルクリニック 61-1577
大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

23日（祝）
池田・松川 近藤医院 62-9187
大町市内 柿下クリニック 21-1230

29日（日）
池田・松川 西森整形外科 61-1700
大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

間
時
療
診 ■医　科　　午前9時　～　午後5時  

■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）
■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　

科

1日（日） 宮下歯科医院 22-0297
3日（祝） 平林歯科医院 22-1149
8日（日） にこにこデンタルクリニック 23-5612
15日（日） 岡江歯科医院 62-9888
22日（日） 小田切歯科医院 62-3134
23日（祝） 小谷歯科医院 82-2762
29日（日） 武田歯科医院 72-8060

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬

　
　
　

局

1日（日） 高瀬薬局 62-1125
3日（祝） 松川とをしや薬局 61-1527

8日（日）
キムラ薬局 62-5210
池田土屋薬局 61-5021
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

15日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208
22日（日） なつめ薬局 85-0536
23日（祝） 内川薬局板取 62-9912
29日（日） すみれ薬局 85-2061

■11月の主な行事
期　　日 行　事　名
7日（土） 図書館まつり　～8日（日）
10日（火） 知って得する子育て講座
19日（木） CAPカフェ

■11月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号
  1 日（日） （有）水錬 62-6721
  3 日（祝） 信光実業（株）大町支店 23-3020/62-3857
  7 日（土） 日特工業（株） 22-5266
  8 日（日） （株）ハイテム 0263-82-0271
  14 日（土） （株）水建 0263-86-3381
  15 日（日） （株）サンエス設備 0263-73-2008
  21 日（土） （有）イシダ設備 0263-83-4360
  22 日（日） （株）長澤設備工業 090-2411-9664
  23 日（祝） （有）岡村設備工業 22-4885
  28 日（土） （株）ジーシーアイ 22-3145
  29 日（日） （有）コーヨー住宅設備 62-3529

■11月の休日緊急当番医等 (当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■人の動き
10月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,714人　（ ▲13）
　　　男 4,712人　（ ▲10）　女 5,002人　（ ▲3）
●世帯数 4,029世帯（ ±0）

■11月の納税等
】日03月11限期納【 ⑤齢高期後・税保国、③税産資定固

※口座振替日は 11 月 26日（木）です。前日までに残高の確認をお願いします。
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池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】企画政策課  移住定住促進係　℡ 62-3129

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片づけ・解体の補助制度が利用できます。

空き家（空き家になる予定の物件）をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方、
まずはお気軽に役場移住定住促進係までご相談ください。

▲町HP

▲ココスマ安曇野

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。




